
医療機器開発サポート事業とは？
医療機器産業分野へ参入し、製品開発・販路開拓を目指す新潟市内の中小企業者様を応援すべく、産官学医
の連携によりサポートします。全4回のセミナーを開催した後には、共同で医療機器を開発する活動を予定
しています。

チャレンジセミナーとは？
医療機器産業及び製品開発についての基本的知識を身に着けていただくことを目的とした全４回のシリーズ
のセミナーです。『医療機器製販企業』『大学教員』『支援機関』『実際に医療機器分野に参入している中
小企業』等から講演をしていただきます。

セミナーの対象者は？
主に以下のような企業の方を対象としています。
・医療機器開発を検討している企業 ・医療機器開発に興味を持っている企業
・医療機器開発の取り組み方を知りたい企業 ・既に取り組んでいるが、有望なテーマを知りたい企業

第1回セミナー概要

※本セミナーは全4回シリーズです。第2回は「平成30年3月1日(木)14時～」開催。
第3回、第4回はそれぞれ平成30年4月、5月に開催予定です。 （詳しくは裏面へ）

平成30年1月30日(火) 
15：00～17：00

ＩＰＣビジネススクエア
（中央区西堀通 NEXT21 12F）

無 料
※第2回以降は有料（各回2,500円）

受講料 定員

日時 会場

40名

構成

ＩＰＣ医療機器開発サポート事業について

「医療機器の基礎知識と概要 -整形外科領域を中心に-」
講師：ジンマー・バイオメット合同会社 トラウマ事業部

マーケティング グループプロダクトマネージャー 辻 亘 氏

「地方の中小企業が医療機器開発に参入できる理由」

Section 1
オープニング

Section 2
基調講演

Section 3
トークセッション スピーカー：ジンマー・バイオメット合同会社 辻 亘 氏

新潟ＩＰＣ財団 ものづくり技術コーディネーター 原 利昭

主な内容：「医療機器・製品とは」「医療機器と薬事法の基礎」「医療機器製造販売企業とは」
「整形外科領域のニーズとOEMの実例」「商品化のプロセス」「異業種からの参入」



記入いただいた氏名，会社名等の個人情報は，主催者及び講師が次の目的で利用します。利用目的：受講確認，受講者への連絡，今後の事業内容のご案内

申込者氏名

フリガナ

会社名

フリガナ

電話 （ ） － ＦＡＸ （ ） －

E -ma i l

第1回医療機器チャレンジセミナー 【1/30（火）15：00～】

本セミナーに関するお問合せ先

（公財）新潟市産業振興財団（通称：新潟IPC財団） ビジネス支援センター 担当：佐藤、荒井
〒951- 8061 新潟市中央区西堀通6番町866番地 NEXT21 12階
TEL：025（226）0550 FAX：025（226）0555 info@niigata-ipc.or.jp

FAXまたは、当財団ホームページからお申込みください。
FAXでのお申込みは、下記をご記入のうえご送信ください。ホームページからのお申込みが便利です【24時間受付】

ＩＰＣビジネススクエア
（中央区西堀通 NEXT21 12階）
※専用駐車場はありません。
公共交通機関もしくは周辺駐車場をご利用ください。

定員・受講料

❏定 員：４０名

❏受講料：無料
※第2回以降は有料（各回2,500円）

会場アクセス

次回以降の開催予定 開催回 タイトル（仮） 講 師 時 期

第2回
①医療機器産業での製品開発とは
②医工連携による製品開発の実情

製販企業
大学教員

平成30年3月1日(木)
14：00～

第3回
①日本の医療と地域を支える医療機器産業として
②持続性のある医療機器産業として

製販企業
新潟地域中小企業

平成30年4月中旬

第4回
①医療機器製販企業の今後のあり方
②新潟市での医療機器産業の戦略的展開と支援

産業支援機関
新潟ＩＰＣ財団 原ＣＤ

平成30年5月中旬

※本セミナーは4回シリーズです。連
続した受講を前提とした構成となっ
ています。

※各回ごとにお申し込みが必要です。
詳細については順次お知らせいた
します。

辻 亘 氏 ジンマー・バイオメット合同会社 トラウマ事業部 マーケティング グループプロダクトマネージャー

東芝機械㈱での3年間の国内・海外営業を経験後、人工関節を中心に四肢骨格系の外科的治療用インプラント、手術器械でトップシェアを持つ同
社に1997年に入社。新潟を含む10年間の営業経験を経て、2008年より現在のトラウママーケティング部に所属。海外本社（米国、スイス）で製造
された整形外科用医療器機製品の日本への上市業務に従事する傍ら、全国主要学会への参加、医療現場での製品説明会、地域セミナーを通じ
医療従事者のニーズを収集、国内の製造メーカーともタイアップしながら日本オリジナルの手術器械の実現化にも積極的に取り組んでいる。

原 利昭 （公財）新潟市産業振興財団 ものづくり技術コーディネーター / 新潟大学名誉教授

東工大院博士課程機械工学専攻修了(工学博士)。新潟大学工学部機械工学科教授、Mayo Clinic（アメリカ）整形外科バイオメカニクス研究室、
新潟大学地域共同研究センター長、同大学副学長(産学官連携担当)、ベンチャービジネスラボラトリー長、新潟工科大学副学長、地域産学交流
センター長を歴任。当財団には2017年より常勤で、主に新潟市内企業のものづくりに係る取り組みをサポートしている。30年近く整形外科バイオニク
ス（生体力学）の研究や医療機器開発に関わってきた経験を有している。
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